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与 式 = 9 - 12
ニー 3
mm

イ
.
与式 =

- 4 a
㎡ b × 12b

ー bab

= 8abmm

ウ 与 式 = 6 x - 9 y + 2 x + 12 Y
= 8x - 3Ymiw

ェ 与 式 =誓｢ ③ * 追追福 =湾
=撃
=

(2 ) 与 式 = (at 2)(a -2)
～

(3 ) { x ty = 1 ー ①

2x - 7 Y =リー②
① メ 2 ー ② より

2 x + 2 Y = 2

ー ) 2 x - では = い

9 y = - 9 . Y = - 1



Y = 1 を ① に代入 して
x1 = 1

x = 2

よって x = 2
､ Y1
～

(4 )
A

1
2 満亭 の 定理 より

√ 22+ 6ュー =√4 +36
ー

八

B
ー

6
/ C = 210 cm

～

) =｢40
= 2原
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中央値 = 50 ～55 回



国 2 25～30 55～60 65～70
ー

↓ 40～45 中央値 ↓ ¢～
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～ ー～ ～
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中央値 = 45 ~ 50 .

箱 ひげ 国 から 中央値が 46回 とわかるが ､
国 1 では 中央値 が 50 回以上 55回未満 の階級 に

あるので ､ 誤 りはw

( 6 )
① A を中心 として

､

'
o 半径 AB の 円 を描 く

② B を 中心 として

半径 AB の 円 を 描く､
A B

①② の 交点 を E とすると ､
AB = AE , AB = BE F りABAE = BE
. : 6 EAB は 正三角形 で LE AB= 600

③ - CEAB のニ等分線 を 描き BC との 交点 が D

22 AC に 対 する 円周角 は
い ) us

寺 しいので
Lx = 48

'

mmm



LACB は 直径 に 対 する 円周角 だから
LACB = 90mn

O CAB で 内角 の 和 は 180 だから
90tLx + LY = 1800
: 生= 180 ~ 190 + Lx)

= 180 - (90 + 48%
= 42～

(2)

平行四辺形 ABCD の

対角線 ACBD の 交点 を
O とする

｡

DOADE と OOCBで平
四辺形 の 向がい 合う 辺は

等しいので ､
AD = CB ー ①

AD 品感｡行響の鑑は 等しいのでで

LODA = LOBC ー③
① , ②

.

③ から 1組 の 辺 とその 両端 の 角
～

がそれぞれ
(イ )

等しいので ､
0 OAD ≡ LOCB

よって ､ OA = OC , OD =OB ～ となり平行四辺形
(ウ ) C

.

対角線は､ それぞれの中点 で 交わる
｡



(3 )

ア
｡

おうぎ形 の面積 = 3 × 3×π
×3600

= 9 π × 出
= 9π

仆 l
作国 のように ､ 直線β を 考 えると ､

l でおうぎ形 は 線対称 となる娵 一方
､ 点対称 な国形 ではない

よって②

3
｢

)樹形国 は ､ 以下 の 通り
B C D

x 呈E -F*原 F

F

F

カードの 取 り 出 し方 は ､全部 で15 通
り ～

､そのうち

AEB が 取 り 出されるのは 1 通り
m､

よって 求 める
確率 は

⑮



(2 )

GH とねじれの 位置でない
～

のは

⇒ GH と乗直又 は､ 平行
左国 のように

ABCDEF , CG , DH,FGEH
GH と平行 GH と垂直

このうち
､ ☆ ～因 のカードを 2枚使ってできる 辺は ､

AB
,
CD

, EF

の 3通 り
～

カードの取 り 出 し 方 は 15通 りあるので
GH とねじれの 位置 にある辺
～

は
15 - 3 = 12 通り
～

よって ､ 求 める確率 は

最号 =⑤
mm
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( い )

アったこ 焼き
器1 台 につき 20 パック 作 れるから､

たこ焼き器 A 台 では 20a パック 作れる
昨年 は 10 パック 残ったので ､ 売 れたた焼きは

､

20 a - 10 パック
mn

イ ､昨年 は 1 パック 300 円 で 売れたので ､昨年 の

売 り 上 げは ､ 300 ×(20 a - 10 )
回

～ ー



また ､今年 は ､ 売 れ
残りがなかったので､ 売 れた

たこ 焼 きは 20 a パック ｡
1 パック 250 円 なので

今年 の 売 り 上 げは ､ 250 ×200
円

～ ー②

① = ② より
300 × (20a - 10 ) = 250 ×20a

⇒ 6000 a - 3000 = 5000 a

⇒ 1000 a = 3000

a = 3
m

(2) 10円値上 げすると 3 パック 売 れ残 る
20円値上 げすると 6 パック 売れ残 る
⇒ 10 ×2 円値上 げすると

､

3 ×2 パック 売れ残 る

したがって
､

1飛円値上げすると ､≈ パック売 れ残る

たこ焼 き器 6 台 を 使用 すると
､
20 × 6 = 120パック

作 ることができ ､
3 x パック

売

れ残るから ､ 売れる

会を続120 - 3 xパック
～ り 上げはこれを250

( 250 + 10x )( 120 - 3x) 円
～

ーの

値上 げ 前 は ､ 売 れ残 りがなく
､

1パック 250 円
で 売 るから

､

売 り 上 げは

250 × 120 = 30000 円
m

～ー
① は ② より 1080円高 いので

25( 0 + 10 x )( 120 - 3x )
～

= 30000 + 1080
～

式
を

整理すると ､
10 (25 +x )
～

× 3 [ 40 - x )
～

= 31080



⇒ 30 (25 tx )( 40 - x ) = 31080

② ( 25 +x )(40 - x) = 1036
⇐ 1000 t 15x - x = 1036

⇒ ピ- 15x + 36 = 0

⇒く (x - 3 )(x - 12) = 0

.
: x = 3

,
12

x は 自然数 だから ､ x = 3
,
12 は共 に条件 を満たす

x = 3
,
12

mm～
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( 1 )

点 A は Y =x上 にあり
､

x =ー 3

だから
Y ≡ (- 3 )

2

= 9 ∴ A (- 3
.

9 )
～.

6 AB は x軸 と平行 だから A と B の
.

6 , Y座標は 等しい｡ よっと ､ = 9
点 B はニ x㎡上 にあるから

9 = x
㎡

: : x
=

± 3
x7 0 より x = 3 : B ( 3, 9 )…
…

DABCD は 正方形だから ､ AB = AD
A= 3 - ( -3 ) = 6 より

､
AD = 6

.

ー

よって D は A の x座標 と等 しく A の Y座標 より 6



大 きいので ､ D( -
3
, 9 + 6 ) = D(-

3

,15
)

(2) 直線AE の 式 は ､
Y 切片 が E ( 0 , 21 ) だから

y = ax + 21
とおく

｡ A (- 3 . 9 ) を 通 るから
9 = - 3 a + 21

⇒ 3a = 12

.
. a = 4

よって
､

Y =4 xt 1
m～

(3 )

ア
､
点 P は ､ = Qx上 にあり､ x = ー4 だから
Y = ax (- 4 ) 2
= 16 a

.

. P ( - 4 , 16a)～
～

また ､ 点 P は 直線 AE : Y = 4 x + 2 上 にも

あるので
16 a = 4 × (- 4 ) + 21

= - 16 + 21
= 5

: : a =u



( イ )

( 1 ) より A ( - 3 , 9 )
～ .

B ( 3
,
9 )
～

D ( - 3
,

15 )
～

ロ ABCD は 正方形で､ 点
C は ､

C の x 座標 = B の x座標
C の Y 座標 = D の Y座標

であるから ､ C (
3

,15)

また ､ 点 P は x上にあり ､ x

ュー 4 だから､
Y =④ x 54 )

2

= 年 , 16
= 12 : P ( - 4 , 12)
～

点 Q は ､ 点 P と Y 由 について 対称だから､
Q ( 4

, 12 )
～

Y
ー A

,

B
.

C
.

D
.

E
.
P
.

Q の

位置 はな 国 の 通 り

D . .

J
.
Fer
c 左国 のように

.
口 ABCD と

℃ H
OEPQ の 各辺 が 交 わる 点 を

p o

℃ G
Q

E . G . H .
I
,
J
.
K とする

ー

A
^

6
'
B ロ ABCD の 面積 S は

AB = 3 - (- 3 ) = 6
ー

の 正方形 より
§ = 6 × 6 =然

〉 x



E について

F の x 座標 = Anx座標
F の Y 座標 = P の Y座標

より F ( - 3
,

12)
m

～

G について

F と Y 軸 で 対称なので ､ G ( 3 , 2)
～

H について

直線EQ は ､ Y 切版 が E ( 0 , 21 ) であるから

Y = mx + 2 l とおくと ､ Q ( 4 , 12 ) を 通 るから
12 = m × 4 + 21

③ 4 m =
- 9

m =
- 49 … Y ョ - 44巡

H の x 座標
は
B の x 座標に 等しいので ､ x= ア

H は 直線 EQ 上 にあるから ､

Y ニー女 × 3 +21

ュ 一料 +
料4

=: H 13.
～

I味座標は C の Y 座標と 等しいので ､ = 15
また ､ I は 直線 EQ 上 にあるから



15= -

49
xt
21

⇒ 60 = - 9x + 84
⇒ 9x = 24

_

: x=⑧ : ∴ I(38 ,5 )
～

丁等I と Y 軸 について 対称 なので ､J

K について

K は H と Y 軸 について 対称 なので ､ K-3.
¥

また ｡

為｡ ｢ =DKFGHTDJKHIおりDKFGH
p ∞ ロ JKHI は 台形 である

DKFGH について

KF = ⑤” 一足 = 算一峰 = 49
ー

Kの Y座標 F の Y座標
GF =三ー ( -_ = 6

G のx座標
F

のx座標樽
より



DKF49 , 6 =
ロ JKHI について

Y座標
… … 15

K

J ｢

…｢ 一紫一7
JI = 5
- (-5 ) =号

～

台形 の高 さ

I~座標樽x座標
kH = 3 -= 6
～

H のx座標 K のx座標

台形 の 高 さ = 15 - ⑤7 =⑤
より

!湾上
二量§
瓷



したがって
｡

T = 口 KFGH + ロ JKHI

= +

瀅
よって

S : T = 36 :
= 144 = 71
～


